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　　同窓会会長挨拶 同窓会長　中田敦典（１０Ｅ）

　この度、平成２８．２９年 　当時のシステムはプログラムを紙のカードに打ち込ん
度の同窓会会長に就任いた で処理をし、結果をオープンリールの磁気テープに書き
しました電気工学科１０期の 込むような世界だったのです。
中田です。前任の北口会長 　そこから３０年余り、世の中の技術革新は急激なスピ
を始め、それまでの馬場会 ードで変化していきました。
長や朝永会長の御苦労を考 　それは、私が申し上げるまでもなく、同窓会の皆様が
えると、私で代りが務まるの 企業の最先端でもがき、苦しみながら乗り越えられた
か不安です。 うえで、技術革新の変化を感じておられると思っており
　しかしながら、これまで私を ます。
同窓会員の一人として親しく 　また「高専」という学校、教育システムを取り巻く環
接してくださった諸先輩、一緒 境も大きく変わってきています。
に取り組んできた方々のこと 　そのなかで一番大きな環境の変化は「少子化」という

を考えますと前に進むしかありませんでした。 ことのようです。
　そんな私ですが、できるだけのことはやらせていただ 　子供達の数が驚くほど減っている。
きますのでよろしくお願いします。 　→高専を志望する中学生が減っている。

　→高専卒業生に求められる質の高い能力を持った
　私が卒業しましたのは１９７６年３月で、中東戦争勃 　学生を維持することが次第に厳しくなりつつある。
発によるオイルショックで製造業各社が不況に陥り、私 　私が同窓会の役員をさせていただいているなかで、「
達の就職がかつて経験したことのない厳しい状況に追い 高専」が今、厳しい環境の中にあることを初めて知るこ
込まれた時代でした。 とができました。
　私は幸いにも、縁あって地元金融機関に就職すること 　「高専」という教育システムを変えようとする動きが
ができました。 本格的になりつつあるようです。逆に今までの教育シス
　私は営業の後方事務係でオンライン端末への入力処理 テムを堅持しようと考えていらっしゃる方もおられます。
を行っていました。時には手形・小切手の金額を電卓で 　我々の「佐世保高専同窓会」はまもなく５０周年を迎
集計したり、ダンボール箱に放り込まれた紙幣の束を数 えます。
えたり、高専で学んだ勉強とはかけ離れた仕事です。 　同窓会を盛り上げるため、高専を発展させるため何か
　３年後にやっとシステムを開発・運用する部門に配属 できることがあるはずです。
されることになりました。 　これから皆さんと一緒に考えていきましょう。

【平成２７年度総会　佐世保にて開催】
加しました。従来は「会議費」と「通信費」で別々に計

　平成２７年１１月１４日（土）、同窓会平成２７年度総会が 上していたものを、今年度は合計して計上しました。
佐世保玉屋で５０余名の参加者にて開催されました。 　又「会報」は前年度まで印刷費のみを計上していまし
　平成２７年度事業報告、決算報告が粛々と行われ、満 たが、今年度は郵送料を含めて一体として計上しました。
場の拍手で承認されました。 これは、同窓会の主要な項目の支出がどれだけ使われ
　今年度は会長改選の時期に当たり、中田新会長が総会 ているか分かりやすく表すためです。
出席者全員の賛同を得て選出されました。 　次項に新役員名簿一覧及び平成２７年度決算、
　平成２８年度予算では、事業費に「総会」の項目を追 平成２８年度予算表を載せていますのでご覧ください。
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